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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 当第３四半期の概況

 当第３四半期連結累計期間（平成26年４月１日から平成26年12月31日までの９ヶ月間）の世界経済は、米国では

雇用環境の改善もあり消費・生産は堅調に推移し、経済は回復基調となりました。日本は消費増税の影響により景

気回復の足取りが重く、欧州はドイツでの経済成長の減速やロシアでの政情不安、通貨安等の背景もあり不透明感

が継続しました。アジアでは中国における投資の鈍化により内需減速傾向がみられるなど、全体として力強さに欠

ける状況となりました。

 国際物流市場は、海上・航空貨物共に堅調に推移し、特に航空貨物においては米国向けを中心に活況な荷動きが

継続しました。

 このような環境の下、当社グループの貨物取扱量は、海上事業では日本発は好調に推移しましたが、アジア発は

期待した荷動きとならず、前年同四半期比で減少しました。航空事業は、日本発をはじめ全地域において前年同四

半期比で増加しました。加えて、業務改革プロジェクトを推進し、業務効率化やコスト競争力の向上に取り組みま

した。

 これらの結果、営業収益は前年同四半期比10.1％増の334,192百万円、営業利益は前年同四半期比81.0％増の

6,295百万円となりました。

 

② セグメントの業績

１）日本

 海上事業は、輸出で自動車関連部品や工作機械等に加えスポット貨物の出荷もあり、取扱実績（TEU）は前年同

四半期比18.2％増となりました。輸入は衣料品や消費財関連等の取扱いが堅調に推移し、取扱件数は前年同四半期

比7.2％増となりました。

 航空事業は、輸出で自動車関連部品や航空機関連品、電子・電気機器関連品等の好調な荷動きにより、取扱重量

は前年同四半期比13.7％増となりました。輸入は食品関連の取扱いがあったものの、消費増税や円安の影響により

取扱件数は前年同四半期比1.6％減となりました。

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は66,244百万円（前年同四半期比16.6％増）、セグメント利益

（営業利益）は1,095百万円（同13.1％増）となりました。

 

２）米州

 海上事業は、輸出で自動車関連部品等を中心とした取扱いがあったものの、米国西岸の労使交渉による港湾混雑

の影響もあり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比2.2％減となりました。輸入は消費財関連等の荷動きがありまし

たが、取扱件数は前年同四半期比4.4％増にとどまりました。

 航空事業は、輸出で自動車関連部品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比6.3％増となりました。輸入は

自動車関連部品や航空機関連品等の活発な荷動きに加え、港湾混雑による海上貨物からのシフトもあり、取扱件数

は前年同四半期比19.8％増となりました。

 ロジスティクス事業は、販売拡大に加え、米国経済回復に伴う個人消費の改善もあり、消費財関連等の取扱いが

増加しました。鉄道・トラック会社の寡占化により厳しい事業環境が継続していることから、一層のコスト管理に

努めました。

 これらの結果、営業収益は78,494百万円（前年同四半期比13.4％増）、セグメント利益（営業利益）は178百万

円（同57.8％増）となりました。

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第3四半期が105.80円、前年同四半期が98.54円であります。

 

３）欧州

 海上事業は、長引く欧州経済の低迷から全体として荷動きに力強さが見られず、自動車関連部品や消費財関連等

の取扱いがあったものの、輸出取扱実績（TEU）は前年同四半期比1.2％増、輸入取扱件数は前年同四半期比2.7％

増にとどまりました。

 航空事業は、輸出で医療機器関連品や電子・電気機器関連品に加え季節商材等の出荷があり、取扱重量は前年同

四半期比19.0％増となりました。輸入は自動車関連部品等の取扱いがあったものの、取扱件数は前年同四半期比

1.7％減となりました。

 ロジスティクス事業は、欧州経済低迷の影響により、厳しい事業環境が継続しています。業務効率化やコスト競

争力の向上に一層努めてまいります。

 これらの結果、営業収益は76,349百万円（前年同四半期比13.8％増）、セグメント損失（営業損失）は786百万

円（前年同四半期はセグメント損失792百万円）となりました。

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第3四半期が139.83円、前年同四半期が130.70円であります。
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４）東アジア

 海上事業は、輸出貨物の取扱拡大に取り組み、消費財関連や電子・電気機器関連品等の出荷がありましたが、中

国の景気鈍化の影響もあり、取扱実績（TEU）は前年同四半期比10.6％減となりました。輸入は電子・電気機器関

連品等の荷動きにより、取扱件数は前年同四半期比2.9％増となりました。

 航空事業は、輸出で電子・電気機器関連品等の出荷があり、取扱重量は前年同四半期比0.9％増となりました。

輸入は自動車関連部品や電子・電気機器関連品等が寄与し、取扱件数は前年同四半期比7.4％増となりました。

 ロジスティクス事業は、衣料品や電子・電気機器関連品等の取扱拡大に加え、業務改革によるコスト管理に取り

組みました。

 これらの結果、営業収益は55,797百万円（前年同四半期比2.6％減）、セグメント利益（営業利益）は、海上事

業を中心に仕入れ環境の安定および業務効率化の効果があり、1,151百万円（前年同四半期はセグメント損失340百

万円）となりました。

 

５）南アジア・オセアニア

 海上事業は、輸出で自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の出荷があったものの、域内経済減速の影響もあ

り期待した取扱いには至らず、また港湾混雑による航空貨物へのシフトがみられ、取扱実績（TEU）は前年同四半

期比5.5％減となりました。輸入は自動車関連部品や消費財関連等の好調な取扱いが牽引し、取扱件数は前年同四

半期比9.8％増となりました。

 航空事業は、アジア域内の自動車関連部品や電子・電気機器関連品等の堅調な荷動きにより、輸出取扱重量は前

年同四半期比10.6％増、輸入取扱件数は前年同四半期比2.8％増となりました。

 ロジスティクス事業は、ベトナムに多機能倉庫を稼動させるなど積極投資の効果もあり、自動車関連部品や電

子・電気機器関連品等の取扱いが拡大しました。

 これらの結果、営業収益は67,793百万円（前年同四半期比15.6％増）、セグメント利益（営業利益）は4,733百

万円（同24.2％増）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の状況 

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は221,471百万円となり、前連結会計年度末に比べ31,548百万円、

16.6％の増加となりました。これは、現金及び預金が4,720百万円、受取手形及び営業未収入金が17,688百万円、

流動資産のその他が2,154百万円、有形固定資産が5,944百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。 

 負債は107,617百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,144百万円、20.3％の増加となりました。これは支払

手形及び営業未払金が7,718百万円、独禁法関連引当金が1,758百万円、流動負債のその他が7,160百万円、長期借

入金が1,253百万円それぞれ増加したことが主な要因であります。 

 純資産は利益剰余金及び為替換算調整勘定の増加等により113,854百万円となり、自己資本比率は34.7％となり

ました。 

 

② キャッシュ・フローの状況

 当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、7,302百万円の営業活

動による収入、5,059百万円の投資活動による支出及び1,272百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を

加味した結果、前連結会計年度末に比べ4,156百万円増加し31,850百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は、7,302百万円（前年同四半期比3,477百万円

増）となりました。 

 これは主に法人税等の支払額2,233百万円（前年同四半期比153百万円増）を計上した一方で、税金等調整前四半

期純利益5,025百万円（同1,002百万円増）及び減価償却費4,624百万円（同307百万円増）を計上したこと等により

ます。 

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は、5,059百万円（前年同四半期比702百万円

減）となりました。 

これは主に定期預金の払戻による収入4,177百万円（前年同四半期比2,376百万円増）を計上した一方で、固定

資産の取得による支出4,623百万円（同44百万円増）及び定期預金の預入による支出4,391百万円（同2,043百万円

増）を計上したこと等によります。 
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（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第３四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は、1,272百万円（前年同四半期は2,193百万円

の収入）となりました。 

これは主に短期借入金の純増加額400百万円（前年同四半期比420百万円減）及び長期借入れによる収入2,622百

万円（同884百万円減）を計上した一方で、長期借入金の返済による支出2,604百万円（同1,723百万円増）、配当

金の支払額751百万円（同３百万円増）及び少数株主への配当金の支払額752百万円（同408百万円増）を計上した

こと等によります。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当第３四半期連結累計期間は、海上事業はこれまで取り組んできた販売拡大による仕入れ環境の改善、航空事業

は昨年度下半期以降の堅調な荷動きが継続、ロジスティクス事業はアジアを中心とした積極的な投資により販売が

拡大しましたが、欧州では経済低迷による厳しい事業環境が継続しました。これらの結果、連結営業収益、連結営

業利益、連結経常利益、連結四半期純利益は想定通りとなりました。 

 第４四半期は、米国では経済回復の継続が見込まれる一方、欧州は経済の不透明感が払拭できず、アジアでは経

済成長の鈍化が懸念されます。このような環境において、当社は引き続き販売拡大を推進すると共に業務改革プロ

ジェクトによるコスト管理に努めます。 

 これらに加え、足元の円安基調を勘案し、平成27年３月期（平成26年10月31日公表）の連結業績予想から連結営

業収益については431,500百万円から445,000百万円に修正、その他連結営業利益、連結経常利益、連結当期純利益

については現時点で変更ございません。 

 

（注）上記予想は現時点で入手可能な情報に基づき判断したものであり、多分に不確定な要素を含んでおります。 

   実際の業績等は今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第２四半期連結会計期間において、NYK LOGISTICS (AUSTRALIA) PTY.LTD.は清算したため、連結の範囲から除外

しております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、

当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を使用す

る方法によっております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更 

（退職給付に関する会計基準等の適用） 

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた

定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる債券の

期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数を基礎に決定する方法から退職給付の支払見込期間及び支

払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。 

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が857百万円、利益剰余金が902百万円それぞ

れ増加し、退職給付に係る負債が543百万円減少しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える

影響は軽微であります。 

 

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成27年３月期　第３四半期決算短信

- 4 -



３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 30,216 34,936 

受取手形及び営業未収入金 76,193 93,881 

貯蔵品 157 164 

繰延税金資産 1,205 1,510 

その他 8,425 10,579 

貸倒引当金 △1,128 △1,106 

流動資産合計 115,068 139,964 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 47,095 52,950 

減価償却累計額 △20,635 △23,503 

建物及び構築物（純額） 26,460 29,447 

機械装置及び運搬具 21,413 24,331 

減価償却累計額 △15,110 △17,392 

機械装置及び運搬具（純額） 6,303 6,939 

工具、器具及び備品 15,513 17,374 

減価償却累計額 △11,118 △13,056 

工具、器具及び備品（純額） 4,395 4,318 

土地 16,922 18,512 

建設仮勘定 962 1,770 

有形固定資産合計 55,042 60,986 

無形固定資産    

のれん 2,962 3,055 

その他 5,804 5,877 

無形固定資産合計 8,766 8,932 

投資その他の資産    

投資有価証券 2,951 2,877 

退職給付に係る資産 284 964 

繰延税金資産 3,241 3,059 

その他 4,864 4,728 

貸倒引当金 △293 △39 

投資その他の資産合計 11,047 11,589 

固定資産合計 74,855 81,507 

資産合計 189,923 221,471 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成26年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び営業未払金 39,010 46,728 

短期借入金 8,262 8,373 

未払法人税等 1,217 1,463 

繰延税金負債 79 102 

賞与引当金 2,386 2,585 

独禁法関連引当金 － 1,758 

その他 17,840 25,000 

流動負債合計 68,794 86,009 

固定負債    

長期借入金 12,814 14,067 

繰延税金負債 371 383 

退職給付に係る負債 5,553 5,135 

役員退職慰労引当金 306 368 

その他 1,635 1,655 

固定負債合計 20,679 21,608 

負債合計 89,473 107,617 

純資産の部    

株主資本    

資本金 4,301 4,301 

資本剰余金 4,733 4,733 

利益剰余金 57,516 59,448 

自己株式 △70 △70 

株主資本合計 66,480 68,412 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 221 334 

退職給付に係る調整累計額 △718 △725 

繰延ヘッジ損益 △5 △3 

為替換算調整勘定 2,312 8,819 

その他の包括利益累計額合計 1,810 8,425 

少数株主持分 32,160 37,017 

純資産合計 100,450 113,854 

負債純資産合計 189,923 221,471 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業収益 303,536 334,192 

営業原価 255,582 278,541 

営業総利益 47,954 55,651 

販売費及び一般管理費 44,476 49,356 

営業利益 3,478 6,295 

営業外収益    

受取利息 155 241 

受取配当金 54 73 

為替差益 － 252 

持分法による投資利益 32 68 

その他 719 509 

営業外収益合計 960 1,143 

営業外費用    

支払利息 304 352 

固定資産除却損 47 11 

為替差損 135 － 

その他 212 179 

営業外費用合計 698 542 

経常利益 3,740 6,896 

特別利益    

固定資産売却益 235 － 

投資有価証券売却益 51 38 

特別利益合計 286 38 

特別損失    

投資有価証券売却損 3 － 

会員権評価損 － 7 

独禁法関連損失 － ※１ 186 

独禁法関連引当金繰入額 － ※２ 1,478 

減損損失 － 118 

特別退職金 － 120 

特別損失合計 3 1,909 

税金等調整前四半期純利益 4,023 5,025 

法人税等 1,765 1,905 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,258 3,120 

少数株主利益 1,345 1,236 

四半期純利益 913 1,884 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,258 3,120 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 185 113 

繰延ヘッジ損益 △8 2 

為替換算調整勘定 7,435 10,807 

退職給付に係る調整額 103 115 

持分変動差額 － 53 

持分法適用会社に対する持分相当額 66 32 

その他の包括利益合計 7,781 11,122 

四半期包括利益 10,039 14,242 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 6,058 8,621 

少数株主に係る四半期包括利益 3,981 5,621 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純利益 4,023 5,025 

減価償却費 4,317 4,624 

固定資産売却損益（△は益） △299 △81 

固定資産除却損 47 11 

減損損失 － 118 

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） 659 275 

持分法による投資損益（△は益） △32 △68 

賞与引当金の増減額（△は減少） △150 △252 

退職給付引当金の増減額（△は減少） △69 － 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） － 4 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △119 63 

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7 △361 

独禁法関連引当金の増減額（△は減少） － 1,758 

受取利息及び受取配当金 △209 △314 

支払利息 304 352 

為替差損益（△は益） 12 356 

投資有価証券売却損益（△は益） △48 △38 

営業債権の増減額（△は増加） 2,265 △9,756 

営業債務の増減額（△は減少） △597 3,266 

その他 △2,583 4,569 

小計 7,528 9,551 

利息及び配当金の受取額 192 320 

利息の支払額 △297 △336 

課徴金の支払額 △1,518 － 

法人税等の支払額 △2,080 △2,233 

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,825 7,302 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △2,348 △4,391 

定期預金の払戻による収入 1,801 4,177 

貸付けによる支出 △904 △68 

貸付金の回収による収入 77 36 

固定資産の取得による支出 △4,579 △4,623 

固定資産の売却による収入 1,180 274 

投資有価証券の取得による支出 △975 △299 

関係会社出資金の払込による支出 △74 － 

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による

支出 
－ △238 

その他 61 73 

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,761 △5,059 
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    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年12月31日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 820 400 

長期借入れによる収入 3,506 2,622 

長期借入金の返済による支出 △881 △2,604 

リース債務の返済による支出 △160 △186 

配当金の支払額 △748 △751 

少数株主への配当金の支払額 △344 △752 

その他 △0 △1 

財務活動によるキャッシュ・フロー 2,193 △1,272 

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,591 2,779 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,848 3,750 

現金及び現金同等物の期首残高 24,467 27,694 

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 118 406 

連結子会社の決算期変更に伴う現金及び現金同等物

の期首残高増減額（△は減少） 
△313 － 

現金及び現金同等物の四半期末残高 26,120 31,850 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 

南アジア・
オセアニア 合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 56,256 67,258 65,949 55,990 58,083 303,536 － 303,536 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
541 1,935 1,137 1,314 552 5,479 △5,479 － 

計 56,797 69,193 67,086 57,304 58,635 309,015 △5,479 303,536 

セグメント利益又は損失（△） 968 113 △792 △340 3,811 3,760 △282 3,478 

 （注）１．セグメント利益の調整額△282百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日） 

報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント 
調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２   日本 米州 欧州 東アジア 

南アジア・
オセアニア 合計 

営業収益                

外部顧客への営業収益 65,031 75,680 74,242 52,708 66,531 334,192 － 334,192 

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
1,213 2,814 2,107 3,089 1,262 10,485 △10,485 － 

計 66,244 78,494 76,349 55,797 67,793 344,677 △10,485 334,192 

セグメント利益又は損失（△） 1,095 178 △786 1,151 4,733 6,371 △76 6,295 

 （注）１．セグメント利益の調整額△76百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

（その他の注記事項）

 （四半期連結損益計算書関係）

※１ 独禁法関連損失

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 シンガポール競争法違反に関する課徴金であります。

 

※２ 独禁法関連引当金繰入額

当第３四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日）

 国際航空貨物利用運送サービスに係わる米国反トラスト法に関連して米国で提起されている集団民事訴訟

に関して、将来発生しうる損失の現時点での見積額を計上しております。
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